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地理院マップシートとは

3

「地理院マップシート」とは、Microsoft® Excel のマクロ機能を利用した

ファイルで、住所録等の帳票データを「地理院地図」に簡単に展開して

「地図上に見える化」することができます。

作成したデータを
地図上に表示

作図情報や地図上で編集
した情報を管理

KML/GeoJSONファイルで
入出力

地理院地図
（位置を編集）

地理院マップシート
（住所⇔座標値変換）



特徴的なその他の機能
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「地理院マップシート」には、前ページの機能の他にも以下の機能があ

ります。

1. 緯度・経度座標値と平面直角座標値、UTM座標値、UTMポイントの

相互変換

2. 緯度・経度座標値からの標高の取得

3. GPS機能付カメラ等で撮影されたJPEG写真画像の緯度・経度情報の

管理および、表示する帳票情報の入出力



主な留意点
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「地理院マップシート」の利用にあたって、以下の点にご留意ください。

• 利用にあたっては、Microsoft(R) Excel のマクロ機能の有効化が必要に

なります（一部機能はインターネットへの接続も必要です）。

• 「住所→座標値」の変換における座標値の精度は、基本的に

住居表示地区で住居番号レベル、未整備地区では大字レベルです。

• 「住所→座標値」の変換では、東京大学空間情報科学研究センター

（CSIS）のアドレスマッチングサービスを利用しています。メンテナ

ンス等で停止する場合がありますので、ご利用にあたってはご注意くだ

さい。

https://geocode.csis.u-tokyo.ac.jp/

• 「座標値→住所」の変換における精度は、大字・丁目レベルです。（住

居表示地区は街区符号・住居番号レベルまで対応）

• 非表示セルの編集は、サポート対象外です。

• 予告なく仕様を変更する場合があります。

https://geocode.csis.u-tokyo.ac.jp/


インターフェイス
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情報の読み込み
を行います。
→P.19

情報の出力を行
います。
→P.13・17

住所から座標値への
変換を行います。
→P.12

座標値から住所への
変換を行います。
→P.20

他の座標系への変
換を行います。
→P.26～28

地理院地図を
表示します。
→P.14

データを初期化
します。
→P.18

詳細設定
を行いま
す。
→P.32

注意事項を表示
します。

標高値の取得を行
います。
→p.29
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基本編～目次

地理院マップシートの基本的な使い方を説明します。

1. 帳票情報を貼り付ける

2. 貼り付けた情報を編集する

3. 住所から座標値を取得する

4. 地理院地図に表示する

【参考】地理院地図で位置を修正する

【参考】テキストを地理院地図に表示する

5. 情報を初期化する

6. ファイルを読み込む

7. 座標値から住所を取得する

･･････P.8

･･････P.9～11

･･････P.12

･･････P.13～15

･･･P.16

･･･P.17

･･････P.18

･･････P.19

･･････P.20



１．帳票情報を貼り付ける

8

① タイトル行も含めて、
必要な行列をコピーします。

手持ちのExcelファイル

地理院マップシート

② S列以降に貼り付けます。

【注意】

• 項目名（1行目）が入っていないと属性情報として出力されません。

• 空の行があると、それ以降の行の情報の変換や出力ができません。



２．貼り付けた情報を編集する

9

「タイトル」と書かれたR列にタイトルの名称を入れます。以下の例では、

「国土地理院」と入力しています。

地理院地図での表示

赤枠：タイトル
青枠：項目名（1行目）＝属性項目名
緑枠：データ（2行目～）＝属性内容
として地理院地図のポップアップに表示
されます。



２．貼り付けた情報を編集する
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【参考】

• 「文字列」（テキスト）を利用する場合は、P.17を参照ください。

• 「線」「面」「円」「マーカー円」は、地理院地図でそれぞれの形状を作図したファイルを読み
込んだ際に表示されます。

• 「写真」は写真画像を読み込んだ際に表示されます。P.22を参照ください。

• 「（終了）」はこれ以降のファイルを出力しない場合に選択してください。

• アイコンの選択画面では、上部のタブを選択することで別のアイコンリストを表示できます。

形状（A列）、アイコン、アイコンサイズを設定します。

① A列（形状）のプルダウンメニューから
「点」を選択します。

② B列（アイコン）をダブルクリックし、
「アイコンの選択」画面を表示させます。

③アイコンをクリックすると、
そのアイコンの番号がセルに
入力されます。

④ C列（サイズ）にアイコンのサイズを記入
します。（20～40が妥当なサイズです）



２．貼り付けた情報を編集する
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【参考】

• 属性情報は、セルを選択して直接編集することもできます。

地理院地図で表示されるアイコ

ンとポップアップで表示される

属性情報（S列～）を確認し、内

容を修正できます。

見たい情報の空白セルをダブル

クリックすると、「レコードの

入力」が表示されます。

属性情報を変更したら「属性内

容を修正する」をクリックして

ください。

B列で選択されたアイコン

属性情報（S列～）



３．住所から座標値を取得する
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【注意】

• インターネットに接続していないと座標値は取得できません。

• 選択されたセルが、座標値取得における住所として扱われます。

住所が記入された列を選択し、「住所→座標値」を押下すると、緯度・経

度の情報（度単位・10進法）が自動的に入力されます。

① 住所が記入された列を選択します。
（セル単位でも可）

② 「住所→座標値」を押します。

③ D・E列に緯度・経度が自動入力されます。



４．地理院地図に表示する
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【参考】

• A列に「文字列」「円」「マーカー円」がある場合は、「GeoJSONファイル」を選択してください。

それ以外であれば、どちらでも問題ありません。

• 「すべて出力」するか「選択したもののみ出力」するかを選択できます。

• 高さ（F列）は、空白でも出力できます。

地理院地図で表示するためにKMLまたはGeoJSONファイルに出力します。

① 「出力」を押すと出力設定画面
が表示されます。

② いずれかのファイル
形式を押します。

③ 任意の場所に保存します。
（ファイル名も任意変更可能）



４．地理院地図に表示する
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【参考】

• ブラウザに地理院地図のURLを入力しても表示できます。

https://maps.gsi.go.jp/

• 国土地理院のホームページからも表示できます。

地理院地図を表示します。

① 「地理院地図の表示」を押します。

② ブラウザが起動し、地理院
地図が表示されます。

https://maps.gsi.go.jp/


４．地理院地図に表示する
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【参考】

• 地理院地図のツール＞作図・ファイルから、

「作図・ファイル」ダイアログの

「ファイルから読み込み」ボタンを押して、

KMLまたはGeoJSONファイルを選択しても

表示できます。

出力したファイルを地理院地図にドラッグ＆ドロップすると地図上にアイ

コンが表示されます。

② 地理院地図上にアイコン
が表示されます。

① KMLまたはGeoJSONファイ
ルをドラッグ＆ドロップします。 図形の編集、ファイルの保存方法等については、

地理院地図の操作マニュアルを参照してください。
https://maps.gsi.go.jp/help/pdf/GSIMaps.pdf



【参考】 地理院地図で位置を修正する
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地理院地図で位置を修正できます。

③ 移動させた後、「確定」を押します。
（複数の場合は、②・③を繰り返します）

① 前ページを参考に作
図・ファイルを表示し、
「編集」を押下します。

② 編集したいアイコンをクリック
（右側のウィンドウが表示されます）
した後、ドラッグして移動させます。

④ 「編集終了」を行った後、「選択して
いる情報をまとめて保存」を押下してファ
イルに保存します。

【参考】

• 保存したファイルを地理院マップシートで読み込むと修正された座標値が反映されます。



【参考】 テキストを地理院地図に表示する
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地理院地図上にアイコンではなくテキストを表示したい場合は、「文字列」

を選択し、GeoJSON形式で出力してください。

【注意】

• 地理院マップシートではアイコン・サイズは反映されませんので、B・C列のセルを空白にします。

• 文字のサイズや色は、地理院地図上で編集します。

① 文字列を選択
します。 ② 出力は、GeoJSON

ファイルを選択します。

③ 地理院地図で、出力し
たファイルを読み込むと、
タイトル（R列）が地図
上に表示されます。



５．情報を初期化する
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【注意】

• タイトル行も初期状態（S列以降は空欄）になります。

地理院マップシートに記載されている情報をクリアし、初期化します。

① 「データの初期化」
を押します。

③ 情報がクリア
されます。

② はいを押します。



６．ファイルを読み込む
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【参考】

• 複数のファイルを同時に選択して読み込むこともできます。

• 情報がある状態でさらに読み込みを行うと、情報を追加する形で読み込みます。

• 新規に情報を読み込みたい場合は、情報を初期化（P.18）を行った後、読み込みを行います。

地理院地図で編集・作成したKML・GeoJSONファイルを地理院マップシー

トに読み込みます。

① 「入力」を
押します。

② 読み込みファイル
形式を押します。

③ ファイルを選択して
「開く」を押します。

④ 情報が読み込まれます。



７．座標値から住所を取得する

20

【注意】

• インターネットに接続していないと住所は取得できません。

• 列の項目名（1行目）が空欄の場合、「住所」が記入されます。

• 住所の精度は、大字・丁目までになります。

住所を記入したい列を選択し、「座標値→住所」を押下すると、住所の情

報が自動的に入力されます。

① 住所を付与したい列を選択します。
（セル単位でも可）

② 「座標値→住所」を押します。

③ 選択した列（セル）に
住所が自動入力されます。
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応用編～目次

地理院マップシートの応用的な使い方を説明します。

8. 画像ファイルを読み込む

【参考】画像ファイルをリンク表示させる

9. 平面直角座標系から緯度・経度に変換する

10. 緯度・経度から平面直角座標系に変換する

11. UTM座標・UTMポイントに変換する

12. 標高を取得する

13. オリジナルアイコンを使用する

14. 度分秒単位で座標を入力する

15. 設定を変更する

･･････P.22～23

･･･P.24～25

･･････P.26

･･････P.27

･･････P.28

･･････P.29

･･････P.30

･･････P.31

･･････P.32～33



② 「JPEGファイル」
を押します。

８．画像ファイルを読み込む

22

【参考】

• 複数ファイルを同時に読み込むことができます。

• 座標値、高度、方角の情報は、カメラの仕様や撮影環境に依存します。また、機種によっては
読み込みできない場合があります。

JPEG形式の画像ファイルを読み込みます。座標値等が含まれる画像ファイ

ルの場合は、緯度・経度等の情報が自動的に格納されます。

④ S列～に撮影日時等が
追加されます。

③ ファイルを選択して
「開く」を押します。

① 「入力」を
押します。



８．画像ファイルを読み込む
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画像情報は、以下の形で読み込まれますので、適宜、編集・変更を行って

ください。

 形状･･･「写真」が入ります。

 アイコン･･･撮影方向がない場合は180 （カメラアイコン）になります。

撮影方向がある場合には方向に応じて181~188（矢印付きカメラアイコン）

が入ります。

 サイズ･･･自動で20が入ります。

 緯度・経度･･･座標値がない場合は空欄になります。

 高さ･･･高さ情報がある場合はメートル単位で入ります。

 タイトル･･･ファイル名が入ります。適宜、変更ください。

 url･･･絶対パスが入ります。Webサーバーへの画像のアップ方法はP.25を参考にしてく

ださい。

 撮影日時･･･年月日と時間が入ります。

 撮影方角･･･北を0度として時計回りに0～360の数値が入ります。

アイコン例

180

182

181



【注意】

• 形状が「写真｣の場合、出力を行うとき、撮影方角の値により、アイコンが撮影方向を示したカメラ
アイコンに変更されます。

【参考】画像ファイルをリンク表示させる

24

画像ファイルを地理院地図のポップアップから表示させるには、Webサー

バー上に画像を配置し、urlを指定する必要があります。

① urlをサーバー上のリンク
アドレスに修正します。

② KMLまたはGeoJSONファイルに出力し、
地理院地図で表示させると、ポップアップで
ハイパーリンクで表示されます。

③ ハイパーリンクをクリックすると、
画像がリンク表示されます。



【参考】画像ファイルをリンク表示させる
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Webサーバー上に画像をアップする場合は、Webサーバーの管理者に依頼

してください。

例：http://○○○○○/×××/***.jpg HTTPなど、Webサーバと利用
者のWebブラウザがデータを
やりとりするプロトコル（通
信手順）を可能とするソフト
ウェア(ApacheやIIS等)が動作
しているコンピュータが必要
となります。

Webサーバー

既に運用しているホームペー
ジ用サーバーや民間企業等が
運営するWebサーバー等

① Webサーバ管理者に依頼
し、画像をリンク可能な場所
にアップしてもらいます。

地理院マップシート利用者

Webサーバー管理者

② 画像ファイルをアップした場所
（URL）を教えてもらいます。



９．平面直角座標系から緯度・経度に変換する

26

平面直角座標系（XY）で座標を管理している情報に緯度・経度（BL）を付

与するには「座標変換」から処理を行います。

③ 「XY→BL」を
押します。

② 「座標変換」を
押します。

① 系番号、X、Yをカンマ区切りで1つ
のセルに格納し、選択状態にします。

④ 緯度・経度が自動的に付与されます。



10．緯度・経度から平面直角座標系に変換する

27
• 系番号は、https://www.gsi.go.jp/LAW/heimencho.htmlを確認してください。

緯度・経度（BL）から平面直角座標系（XY）の情報を生成するには「座標

変換」を利用します。

③ 「BL→XY」を
押します。

② 「座標変換」を
押します。

① 情報を付与したいセルを選択します。

④ 系番号を入力して
「BL→XY」を押します。

⑤ 平面直角座標系が半角・カンマ区切りで自動
的に付与されます。

https://www.gsi.go.jp/LAW/heimencho.html


11．UTM座標・UTMポイントに変換する

28

【注意】

• UTMの場合は、ゾーン、X、Yが半角・カンマ区切りで付与されます。

• UTMポイントからBLに変換した後、BLからUTMポイントに変換した場合、必ずしも元の値には
なりません。

緯度・経度（BL）からUTM座標、UTMポイントの情報を生成またはその

逆を行うには「座標変換」を利用します。

② 「座標変換」
を押します。

① 情報を付与したい列またはセルを選択します。

④ UTM座標またはUTMポイントの情報
が自動的に付与されます。

③ UTMタブ
を選択後、い
ずれかのボタ
ンを押します。

UTM→BL、UTMポイント→BLの場合は、選択された情報を
利用してD・E列に緯度・経度を自動付与します。



12．標高を取得する

29

【注意】

• インターネットに接続していないと取得できません。

• D・E列に緯度経度がある全ての情報に標高を付与します。

座標値から標高を取得する場合は「標高取得」を利用します。

② 標高が自動的に付与されます。

① 「標高取得」を押します。



13．オリジナルアイコンを使用する

30

アイコン（B列）にアイコンが存在するURLを指定すれば、アイコン選択ダ

イアログにないオリジナルのアイコンを指定することもできます。

JPG、PNG、BMP、GIF形式が利用できます。

地理院地図では、Webサーバー上の画像を参照することで表示されますの

で、サーバー上から削除されると表示できません。

【注意】

• アイコンは、ブラウザからアクセス可能なインター
ネット上のWebサーバーに存在する必要があります。

• 正方形でないアイコンは、正方形に自動伸縮させて
表示されてしまうのでご注意ください。

今回入力した
カスタムアイコン

地理院地図で表示
されます。



14．度分秒単位で座標を入力する

31

緯度経度を「度」ではなく「度分秒」で入力したい場合には、以下のよう

に入力します。

記入例：

・緯度 36:3:37.26 （36度3分37.26秒）

・経度 140:8:54.42 （140度8分54.42秒）

【注意】

• 入力時に日付型として扱われてしまう場合があるので、Excelの書式設定で、緯度、経度のセルを
「文字列」として設定してください。

• 出力した情報は、度単位（10進法）になります。
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「詳細設定」を押すと、詳細設定ダイアログが表示され、以下の設定を変

更できます。設定を変更したら、「OK」を押します。

1．変換タブ

変換時に既存の情報を上書きするかどうかの設定を行います。

入力済みの情報を上書きをしたくない場合は、チェックを外します。
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2．入出力タブ

「ルビをカッコ【】で囲む」のチェックを入れると、入力データ（KML・

GeoJSONファイル）において、【】で囲まれた文字をルビとして表示す

るとともに、ルビを【】で囲まれた文字として出力します。

チェックを入れた形で出力した場合
の地理院地図の表示例

チェックを入れた場合の地理院マップシート
の表示例


